
論

説

近
世
能
登
俵
物
の
窟
史
地
理
学
的
研
究

巴

豊

治

中

一
研
究
目
的
と
方
法

近
世
日
本
の
俵
物
の
生
産
内
容
と
そ
の
長
崎
俵
物
会
所
へ
の
諸
国
か
ら
の
送

荷
は
、
延
享
六
年
(
一
七
四
日
)
の
「
延
享
六
年
子
年
松
波
備
前
守
様
へ
差
上

ヘ1
)

候
控
」
を
集
録
し
た
「
長
崎
俵
物
請
方
覚
」
に
よ
っ
て
、
地
区
別
の
生
産
割

(

2

)

 

当
且
一
息
を
、
ま
た
、
寛
政
七
年
作
裂
の
「
南
蛮
交
易
明
細
記
し
に
揚
げ
ら
れ
て

い
る
「
俵
物
諸
色
出
所
設
延
享
二
丑
年
廻
着
高
之
事
」
に
よ
っ
て
諸
地
区
か
ら

の
長
崎
会
所
へ
の
廻
着
高
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
に
よ
る
ん
「
延
享
一
冗
年
の
全
国
生
産
割
増
高
は
煎
海
鼠
(
い
り
こ
)
三
四

万
八
千
斤
、
干
飽
十
万
八
千
斤
分
計
四
五
万
六
千
斤
で
あ
る
。
延
享
二
年
の
長

崎
会
所
へ
の
廻
着
高
は
煎
海
鼠
二
二
万
七
千
四
百
三
十
庁
、
干
飽
十
三
万
三
千

七
十
斤
分
計
四
十
五
万
五
百
斤
で
生
産
割
当
に
対
し
て
廻
着
率
は
九
十
八
%
を

越
え
て
い
る
。

能
登
で
は
干
飴
の
出
荷
は
な
〈
、
煎
海
鼠
壱
万
八
千
斤
の
生
産
割
当
が
あ
っ

た
。
出
荷
は
壱
万
八
千
八
百
斤
で
、
割
当
量
一
よ
り
八
百
庁
余
分
に
出
荷
し
て
凶

る。
能
登
の
煎
海
鼠
出
荷
は
松
前
の
六
二
、
一

O
O
斤
、
津
軽
の
三
三
、
八
一

O

斤
、
安
芸
の
二
八
、

0
0
0
斤
、
周
坊
の
二
三
、

0
0
0
斤
に
次
ぐ
五
位
で
、

一
八
、
八

O
O
斤
で
あ
る
。
以
下
備
前
一
五
、

0
0
0
斤
、
大
村
一
四
、

斤
、
平
戸
二
一
、
一

O
O
斤
、
長
門
一
一
、
三
五

O
庁
、
伊
勢
一
一
、

O 
O 
O 

一、

0
0
0
斤
、
対
馬
入
、
五
人

O
庁
、
相
模
八
、
五

O
O
斤、

一
0
0
斤
、
管
濯
六
、
三

C
O
斤
、
天
草
五
、
七

O
O斤
、
安
一
房

一
O
O斤
、
南
部
三
、

O
七

O
斤
、
壱
岐
一
二
、

0
0
0
斤
よ
打

J

多
い
。
そ

の
他
一
九
地
区
の
分
計
一
一
一
一
、

0
0
0
斤
あ
る
が
、
一
地
域
一
毎
の
量
は
三
、

0

0
0
斤
以
下
で
あ
る
o

つ
ま
り
、
能
登
は
全
国
第
五
位
。
生
産
、
出
荷
を
し
て
来
た
地
域
で
る
ヲ
た
。

近
世
末
期
に
は
生
産
は
増
加
し
、
エ
人
明
五
年
の
公
儀
役
人
巡
検
の
時
の
請
負
高

(
3
)

へ4
)

は
二
二
、
五

0
0
斤
、
天
保
十
二
年
に
は
三
二
、

0
0
0
斤
〆
、
、
慶
応
二
年

》

(

5

)

は
貝
込
高
と
し
て
三
回
、
二

0
0
斤
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
、
従
っ
て
近
世
を

通
じ
て
、
延
一
手
期
の
一
八
、

0
0
0
斤
か
ら
三
二
、

G
o
o
-三
回
、

0
0
0

斤
、
三
河

志
摩
七
、

一一一、斤
K
及
ぶ
日
本
有
数
の
産
一
地
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
ま
で
、
能
登
の
俵
物
に
関
す
る
研
究
、
調
査
は
未
開
の
状

(

6

)

(

7

)

 

惑
で
、
小
川
、
荒
岩
間
博
士
の
研
究
書
の
中
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
加
越
能
。
地
一
冗
げ
い
な
凶
て
も
研
究
は
行
わ
れ
て
W

左
い
。
筆
者
は

か
つ
て
俵
物
の
全
国
的
生
産
、
流
田
一
室
を
研
究
し
た
が

(

8

)

、
能
登
が
俵
物
の
大
産

地
で
あ
り
左
が
ら
研
究
報
告
の
左
〕
引
の
を
不
審
に
思
っ
て
加
能
越
の
県
、
市
、

町
、
村
図
書
館

K
俵
物
資
料
存
否
の
照
会
を
つ
づ
け
て
来
た
が
、
昭
和
五
三
年

に
い
た
り
、
富
山
県
立
図
書
館
、
金
沢
市
立
図
書
館
に
若
干
の
資
料
の
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
そ
の
資
料
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ω
天
明
五
年
己
四
月
、
煎
海
鼠
方
ニ
付
江
戸
御
役
人
並
長
崎
会
所
役
人
被

罷
越
ニ
付
書
付
御
月
動
向
濯
書
(
(
金
沢
市
立
図
書
館
蔑
)

煎
海
鼠
仕
侯
村
々
費
主
百
倍
(
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
)

l~ 

(4) (3) (2) 

寛
文

i
天
明
七
宅
町
魚
問
屋
定
量
一
回
(
金
沢
市
立
図
書
館
)

(
金
沢
市
立
図
書
館
、
富
山
県
立
図
書
館
蔵
)

産
物
方
諸
事
留



倒
産
物
方
御
月
留
(
金
沢
市
立
図
書
館
、
富
山
県
立
図
書
館
蔵
)

が
そ
れ
で
あ
る
。

川
は
公
儀
役
人
の
巡
検
日
程
を
記
し
た
村
方
役
人
の
芥
川
村
兵
助
の
動
向
き

上
の
属
見
書
で
あ
る
。
役
人
の
動
向
を
詳
記
し
て
あ
る
が
御
礼
し
の
内
容
に
は
僅

か
し
か
ふ
れ
て
い
左
い
。
∞
は
七
尾
代
官
所
の
小
代
官
惣
四
郎
が
巡
常
ん
は
人

K

応
対
す
る
場
合
の
参
考
メ
モ
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
下
僚
の
五
助
が
惣
四
郎
に

提
出
し
た
紙
片
の
よ
う
で
あ
る
。
制
は
所
口
町
(
環
抽
竹
の
七
尾
市
所
口
)
魚
問

屋
の
定
書
で
、
寛
文

1
天
明
間
の
も
の
で
、
俵
物
関
係
事
項
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ゆ
と
切
は
加
賀
藩
産
物
方
の
公
式
記
録
で
は
な
く
、
諸
事
留
は
加
賀
国
能
美
郡

犬
丸
村
啓
太
郎
の
手
記
で
、
彼
が
産
物
方
御
用
在
任
中
の
私
的
な
費
玄
関
で
、
御

用
留
は
能
登
国
羽
咋
村
義
左
衛
門
の
私
記
で
あ
る
。
書
名
が
似
て
い
る
が
内
容

的
に
は
全
然
別
個
の
記
録
で
あ
る
。

右
の
資
料
は
個
々
に
見
て
は
何
等
関
連
は
な
い
の
で
、
断
片
的

K
見
て
は
そ

の
記
録
の
意
味
が
理
解
し
難
い
。

ζ

れ
を
近
世
日
本
の
俵
物
の
生
産
、
流
通
の

経
済
構
造
の
中
で
位
置
づ
け
て
始
め
て
そ
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
が
明
ら
か
に

な
る
。そ

こ
で
筆
者
は
、
出
稿
「
近
世
末
期
k
h
g
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
、
流
通
の

地
域
的
特
色
」
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
事
実
を
基
礎
と
し
て
能
登
俵
物
な
歴
史

地
理
的
分
析
を
す
る
と
と
と
し
た
。

二
能
登
の
俵
物
生
産

天
明
五
年
四
月
に
能
登
俵
物
の
御
礼
し
を
行
っ
た
の
は
平
井
弥
惣
次
を
長
と

す
る
小
島
栄
次
平
、
秦
梅
次
郎
の
二
名
で
あ
る
。
秦
梅
次
郎
は
能
登
巡
見
中
自

殺
し
た
の
で
巡
検
の
責
任
を
果
た
し
た
の
は
平
井
、
小
島
の
二
名
で
あ
る
。
前

記
川
の
費
書
K
よ
る
と
、
村
々
滞
々
の
御
礼
し
は
四
月
六
日
か
ら
十
六
日

κ
い

た
る
十
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
主
旨
は
「
今
般
能
越
之
趣
意
は
、
煎

海
鼠
等
之
義
、
長
崎
俵
物
請
負
之
者
、
是
迄
買
取
侯
得
共
、
其
儀
相
止
、
煎
海

鼠
・
乎
飽
九
時
出
船
J

昆
布
共
、
長
崎
会
所
等
御
買
上
致
侯
様
被
一
仰
渡
候
ニ
付
、

煎
海
鼠
特
出
来
之
様
子
相
尋
為
可
事
、
長
崎
会
所
役
人
一
向
人
を
遺
候
、
其
方
共

よ
り
細
に
夫
々
申
上
候
様
被
仰
渡
侯
L

と
あ
っ
て
、
所
口
町
小
代
官
渡
辺
惣
四

郎
、
全
惣
右
衛
門
、
俵
物
買
集
問
屋
塩
屋
清
子
部
設

K
助
役
五
兵
衛
が
公
儀
役

人
氏
主
と
し
て
応
対
し
た
。
こ
の
巡
見
が
長
崎
俵
物
の
平
八
明
御
礼
し
と
い
わ
れ

(

9

)

 

る
も
の
で
、
全
閣
的
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
御
礼
し
に
よ
っ
て
従
来
、
俵
物

は
、
下
請
高
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
独
占
的
集
荷
の
上
、
そ
の
支
配
俵
物
役

所
へ
送
荷
し
て
い
た
も
の
を
停
止
し
て
、
産
地
か
ら
直
接
に
長
崎
の
俵
物
会
所

へ
送
荷
す
る
方
法
に
改
め
た
。
こ
れ
を
つ
長
崎
俵
物
会
所
直
員
入
」
と
い
う
o

中
間
高
人
に
よ
る
流
通
経
費
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
明
の
こ

の
直
買
入
制
度
の
施
行
は
俵
物
の
生
産
、
流
通
を
幕
府
権
力
に
よ
っ
て
支
配
統

判
別
す
る
も
の
で
、
之
に
よ
っ
て
官
営
事
業
の
色
彩
が
強
ま
っ
た
。

能
登
俵
物
。
在
地
下
詩
人
は
所
口
町
の
塩
呈
清
五
郎
で
あ

J

っ
た
。
後
は
長
崎

俵
物
会
所
。
下
部
役
所
で
あ
る
大
阪
俵
物
役
所
支
配
下
の
下
請
商
人
近
江
塁
庄

兵
衛
下
の
現
地
下
請
人
で
あ
っ
た
が
、
天
明
の
御
礼
し
の
後
中
間
高
人
が
取
放

ち
K
な
っ
た
の
で
、
塩
墨
は
大
阪
の
俵
物
役
所
と
直
接
取
引
す
る
と
と
に
な
ヲ

ム
た
。
こ
う
し
た
生
産
地
区
の
下
請
人
の
俵
物
役
所
又
は
長
崎
俵
物
会
所
と
の
直

接
取
引
は
い
ず
れ
の
地
区
で
も
共
通
で
、
現
地
俵
物
下
詩
人
は
幕
府
権
力
を
背

景
に
し
て
特
権
商
人
化
し
て
い
る
。

能
登
に
な
げ
る
天
明
。
御
礼
し
は
、
生
産
増
加
を
目
的
と
し
て
円
た
の
で
、

是
迄
俵
物
を
生
産
し
な
か
っ
た
村
々
の
う
ち
、
漁
船
・
漁
具
の
整
備
を
官
辺
で

援
助
す
れ
ば
生
産
拡
大
が
可
能
か
否
か
を
た
ず
ね
て
い
る
。
「
海
鼠
取
揚
不
致

← 2-



村
々
も
在
之
侯
は
ば
可
申
上
候
、
左
様
左
村
方
者
、
仕
入
銀
被
仰
付
候
而
、
生

海
鼠
取
揚
侯
様
被
成
候
は
ば
、
右
御
仕
入
銀
被
下
侯
と
も
可
相
成
旨
」
を
村
方

(

m

)

 

に
通
達
し
た
。
之
に
対
し
て
七
尾
町
(
所
口
町
)
の
西
側
に
あ
る
租
浜
村
、

石
崎
村
が
早
速
呼
応
し
て
「
新
滞
許
可
」
を
願
い
出
た
。
こ
れ
は
富
辺
側
と
し

て
は
歓
迎
す
べ
き
反
応
と
し
て
そ
の
実
現
を
期
待
し
た
が
、
七
尾
町
と
祖
浜
、

石
崎
両
村
の
間

K
あ
っ
て
前
々
か
ら
煎
海
鼠
生
産
の
村
と
し
て
成
立
し
て
い
た

小
島
村
と
津
向
村
が
新
浦
許
可

κ反
対
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
今
般
新
浦
被
仰

付
方
右
海
鼠
場
に
入
込
侯
而
は
、
御
献
上
串
海
鼠
に
差
付
申
侯
問
、
入
込
不
申

様
に
被
仰
付
可
被
下
奉
願
侯
」
と
反
対
し
た
。
と
の
反
対
表
明
は
、
右
の
二
村

に
と
ど
ま
ら
ず

K
、
万
行
村
、
佐
味
村
、
大
田
村
、
瀬
嵐
村
、
横
見
村
念
ど
七

(

U

)

。

尾
湾
西
部
の
村
々
が
こ
ぞ
っ
て
同
調
し
た
理
由
は
自
浦
稼
場
に
影
響
す
る
所

大
で
あ
る
と
の
と
と
で
あ
る
。
隈
ら
れ
た
地
失
漁
場
に
新
浦
が
割
b
ζ
ん
で
く

れ
ば
自
浦
稼
場
が
せ
ま
く
念
る
か
ら
で
あ
る
。
巡
検
使
は
そ
の
処
理

K
窮
し
た
。

こ
の
混
乱
の
中
で
、
巡
検
使
の
一
人
で
あ
る
泰
梅
次
郎
が
自
殺
す
る
と
い
う
事

件
が
発
生
し
た
。
正
使
の
平
井
弥
惣
次
は
と
の
決
着

κつ
い
て
慎
重
を
期
し
て
、

ζ

の
問
題
に
つ
い
て
の
村
方
へ
の
回
答
は
、
「
長
崎
役
所
へ
申
遣
し
、
其
上
に

検
議
可
仕
之
」
と
し
て
回
答
を
後
日
に
の
ぼ
し
た
。
近
世
末
期
に
は
、
生
産
地

が
大
き
く
拡
大
し
た
の
で
、
此
の
問
題
も
自
然
と
解
決
し
、
新
浦
は
西
岸
か
ら

北
岸
に
か
け
て
次
々
と
開
発
さ
れ
た
。

天
明
五
年
の
御
礼
し
の
結
果
、
能
登
の
俵
物
の
生
産
引
請
は
次
の
よ
う
に
な

っ
た
。
す
左
わ
ち
、
御
産
物
方
諸
事
留
に
(
U
V

「
費
、
一
弐
千
弐
百
五
拾

四

貫

目

煎

海

鼠

高

内

千

六

百

拾

六

貫

目

口

郡

六

百

三

拾

八

貫

目

臭

〆
右
天
明
五
年
四
月
長
崎
御
役
人
よ

b
献
御
尋
書
一
上
申
侯
以
上
申
二

え
の
め

中
居
村
三
右
衛
門
鵜
川
村
政
右
衛
門
笠
師
村
喜
八
郎
鰻
目
村
五

郡月

兵
衛
奥
村
左
太
夫
殿
金
森
弥
二
郎
殿
」
と
あ
る
。

ζ

れ
は
役
人
に
対
す
る

回
答
で
、
右
の
数
量
は
生
産
可
能
と
い
う
事
で
あ
る
。
現
実
に
は
ど
れ
だ
け
生

産
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
に
天
明
八
年
の
数
字
が
諸
事
留
に
記
さ
れ

て
刷
る
。
す
左
わ
ち
次
の
通

b
で
あ
る
。

「

費

一

三

千

六

百

拾

貫

呂

程

煎

海

鼠

出

来

高

内

弐

千

三

百

三

拾

五

貫

目

程

口

郡

千

弐

百

七

拾

四

貫

呂

程

臭

郡

右

臭

口

両

浦

方

ニ

而

去

年
中
煎
海
鼠
出
来
高
書
上
申
侯
以
上
、
天
明
八
申
二
月
中
居
村
三
右
衛
門
、

鵜
川
村
政
右
衛
門
、
笠
師
村
喜
八
郎
、
自
村
五
兵
衛
御
役
所
」
と
い
う
状

態
で
あ
る
。
之
を
斤
数
に
換
算
す
る
と
、
二
万
二
千
五
百
斤
程
で
あ
る
。
延
享

期
の
請
負
高
一
万
九
千
斤

K
比
べ
る
と
四
千
五
百
斤
の
増
加
で
あ
る
。

此
の
量
は
天
保
十
二
年
の
諸
国
俵
物
元
極
帳

K
記
さ
れ
た
能
登
の
煎
海
鼠
請

負
高
三
万
二
千
斤
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
能
登
の
生
産
が
延
享
期
以
来
生
産

増
加
を
つ
づ
け
、
西
日
本
の
俵
物
生
産
地
が
近
世
末
期
に
生
産
減
を
示
し
て
い

る
の
に
比
較
す
る
と
、
極
め
て
対
照
的
で
、
資
源
的

κ豊
富
念
地
域
で
あ
っ
た

3-

ょ
う

K
恩
わ
れ
る
。

天
保
十
二
年
の
煎
海
鼠
請
負
高
の
順
位
を
、
諸
国
俵
物
天
極
帳
に
よ
っ
て
調

査
し
て
み
る
と
、
第
一
位
は
松
前
の
十
三
万
斤
で
、
二
位
は
武
蔵
の
三
万
七
千

百
七
拾
斤
、
三
位
が
能
登
の
三
万
二
千
斤
で
、
以
下
伊
予
二
万
三
百
四
拾
斤
、

仙
台
二
万
斤
、
南
部
一
万
七
千
五
百
斤
、
津
軽
一
万
五
千
斤
と
つ
づ
き
、
五
八

地
域
合
計
四
二
万
八
千
四
百
二
十
五
斤
と
左
っ
て
い
る
。
つ
ま

b
、
天
保
十
二

年
の
請
負
高
で
は
全
国
第
三
位
、
請
負
総
量
の
七
・
五
婦
を
占
め
て
い
る
わ
け

コ
(

3

)

で
あ
る
o

;

で
は
、
能
登
の
ど
の
地
域
が
生
産
地
域
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、

ζ

れ
K
つ
い
て
は

「
煎
海
鼠
仕
り
侯
村
々
の
費
書
」
が
注
目
す
べ
き
事
実
を
示
し
て
い
る
。

(
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「
煎
海
鼠
仕
り
侯
村
々
覚
書
小
島
村
、
津
向
村
、
三
室
村
、
白
出
島
村
、

野
崎
村
、
自
村
、
祖
母
浦
村
、
向
田
村
、
曲

b
村
、
甲
村
、
十
ケ
村
御
献
上

串
海
鼠
取
揚
侯
村
々
。
須
曽
村
、
佐
波
村
、
二
穴
村
、
半
浦
村
、
通
村
、
南
村
、

闇
村
、
長
浦
村
、
小
牧
村
、
曽
福
村
、
中
居
南
村
、
十
一
ケ
村
煎
海
鼠
漁
仕
村

々
、
瀬
嵐
村
、
深
浦
村
、
横
見
村
、
岩
車
、
右
四
ケ
村
飼
領
所
。
石
崎
村
、

、
曽
良
村
、
鹿
波
村
、
真
脇
村
右
五
ケ
村
御
領
所
。
沖
波
村
、
前
波
村
、

越
坂
村
、
一
ノ
瀬
村
、
鵜
島
村
、
鵜
飼
村
、
鵜
浦
村
、
八
ケ
崎
村
。
挟
草
二
冊

之
内
一
冊
新
タ
成
分
、
帳
面
此
中
入
用
に
付
、
又
助
記
ス
」
と
あ
る
。
日
付
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
明
五
年
御
礼
費
書
に
付
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
恐

ら
く
、
公
儀
役
人
応
対
K
当
っ
た
能
登
所
口
町
小
代
官
渡
辺
惣
四
郊
の
回
答
用

メ
モ
で
あ
ろ
う
。
挟
草
と
は
メ
モ
の
意
と
推
定
す
る
。
下
僚
の
又
助
が
記
入
し

匿盟問叩醐昨

日田町附立中

• 
近世能登の煎海鼠生産地(天明五年)図 1

た
も
の
で
あ
る
。
文
面
の
最
初
の
十
ケ
村
は
、
長
崎
俵
物
御
用
下
命
以
前
に
既

κ
領
主
献
上
品
と
し
て
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

と
の
十
ケ
村
は
、
串

海
鼠
、
か
ら
と
、
煎
海
鼠
の
高
級
品
生
産
地
域
で
あ
る
。
次
の
十
一
ケ
村
は
、

藩
主
上
納
串
海
鼠
生
産
義
務
に
な
い
が
、
長
崎
御
用
俵
物
生
産
請
負
が
命
ぜ
ら

れ
て
そ
の
生
産
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
村
と
思
わ
れ
る
。
次
の
西
村
な
よ
び
五

村
、
八
村
は
、
煎
海
鼠
生
産
は
可
能
で
あ
る
が
、
天
明
の
年
ま
で
煎
海
鼠
供
出

請
負
が
左
か
っ
た
村
と
思
わ
れ
る
。
天
明
五
年
の
御
礼
し
の
結
果
、
請
負
額
の

増
加
が
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
の
請
負
候
補
の
村
で
、
そ
れ
を
先
ず
四
村
、
次
い
で

五
村
、
更
に
八
村
と
順
位
を
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
と
は
、
天
保
年

聞
に
な
っ
て
、
右
の
四
村
、
五
村
、
八
村
が
請
負
村
と
左
っ
て
い
た
と
と
か
ら

も
証
明
出
来
る
。
し
か
し
、
ど
の
年
度
に
請
負
村
に
ま
っ
た
か
は
現
在
ま
で
の

資
料
で
は
わ
か
ら
な
い
。
以
上
の
鹿
児
童
百
を
図
化
し
て
み
る
と
図
ー
の
よ
う
に
な

る
。
能
登
島
を
は
さ
ん
で
、
七
尾
湾
東
部
に
串
海
鼠
生
産
村
々
が
、
煎
海
鼠
漁

稼
村
々
は
能
登
島
西
部
、
御
領
内
煎
海
鼠
産
地
が
そ
の
外
廷
に
分
布
し
て
い
る
。

偶
々
村
々
の
生
産
額
は
詳
ら
か
に
な
し
得
な
い
が
、
若
干
の
村
々
を
群
に
し
た
「
組
」

別
の
生
産
量
は
判
明
す
る
。
そ
れ
は
藩
の
産
物
方
の
役
人
の
記
し
た
「
御
月

留
」
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
慶
応
四
年
三
月
に
生
産
し
た
煎
海
鼠
は
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。
原
文
は
判
読
し
や
す
い
よ
う
に
項
目
毎
に
行
が
改
っ
て
記
さ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
改
行
は
困
難
な
の
で
連
続
的
に
羅
記
し
て
記
す
。

「

費

三

月

買

入

出

来

一

弐

拾

九

貫

六

百

五

拾

壱

匁

上

煎

海

鼠

但
壱
貫
目
ニ
付
五
拾
六
匁
宛
代
壱
貫
六
百
六
拾
自
四
八
万
弐
産
。
全
(
三
月
目
黒

人

出

来

の

意

、

以

下

省

略

)

一

三

百

七

拾

目

中

間

断

但

壱

貫

目

ニ

付

四
拾
五
匁
宛
代
拾
六
匁
六
分
五
雇
。
全
一
六
貫
七
百
六
拾
四
匁
、
下
同

断
、
但
壱
貫
ヨ
ニ
付
弐
拾
五
匁
充
、
代
百
六
拾
九
匁
壱
介
。
〆
、
右
者
三
月
中
、
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ひ
と
と

f
み

煎
海
鼠
買
入
高
等
買
入
申
候
、
以
上
。
寅
五
月
、
一
車
問
組
吟
味
人
、
小
島
村
重

徳
、
問
、
津
向
村
左
近
、
小
村
吉
左
衛
門
殿
。

費
一
四
賞
七
百
五
拾
八
匁
、
上
煎
海
鼠
出
来
高
、
但
壱
賞
呂
エ
付

五
拾
六
匁
充
、
一
三
拾
八
貫
九
百
三
拾
目
、
下
右
同
断
、
但
壱
貫
目
ニ
付

弐
拾
五
匁
充
、
〆
、
右
者
前
月
熊
木
組
村
々
エ
而
煎
海
鼠
出
来
高
波
値
段
付
仕

書
上
申
候
、
以
上
、
寅
四
月
、
煎
海
鼠
吟
味
入
、
中
島
村
与
左
衛
門
、
宿
村
与

一
郎
殿
、
産
物
方
御
主
附
衆
中
。

畳
一
弐
百
弐
拾
六
寅
九
百
弐
拾
弐
匁
、
上
煎
海
鼠
出
来
高
、
但
壱

貫
目
エ
付
五
拾
六
匁
充
、
一
弐
百
拾
四
貫
三
百
一
二
拾
匁
、
中
煎
海
鼠
出
来
高
、

但
壱
貫
目
ニ
付
四
拾
五
匁
充
、
一
百
六
貫
七
百
壱
匁
、
下
煎
海
鼠
出
来
高
、

但
壱
貫
目
ニ
付
弐
拾
五
匁
充
、
〆
五
百
四
拾
七
貫
五
拾
三
匁
、
右
者
嶋
組
村
々

ニ
卯
前
月
中
煎
海
鼠
出
来
高
書
上
申
候
、
以
上
、
寅
四
月
、
煎
海
鼠
吟
味
人
、

須
曽
村
長
八
、
全
断
、
田
尻
村
六
兵
衛
、
杉
野
屋
村
勘
四
郎
殿
、
御
座
物
方
御

主
附
衆
中
。

費
百
三
拾
貫
七
百
弐
拾
目
、
上
煎
海
鼠
、
但
壱
貫
目
ハ
付
五
拾

六
匁
充
、
三
拾
六
貰
六
百
弐
拾
目
、
中
煎
海
鼠
、
但
壱
貫
目
ニ
付
四
拾
五

匁
充
、
一
五
拾
壱
貫
九
百
四
拾
七
匁
、
下
煎
海
鼠
、
但
壱
賓
邑
ニ
付
弐
拾
五

匁
充
、
〆
、
有
当
三
月
矢
田
組
村
々
ニ
而
煎
海
鼠
出
来
高
魁
直
段
付
仕
書
上
申

候
、
以
上
、
寅
四
月
、
矢
田
組
煎
海
鼠
吟
味
入
、
三
室
村
助
右
衛
門
、
同
断
、

天
神
河
原
村
与
左
衛
門
、
武
部
村
与
四
郎
殿
、
御
産
物
御
主
附
衆
中
。

の
如
〈
で
あ
る
。

ζ

れ
に
よ
る
と
、
慶
応
二
年
に
は
、
能
登
の
煎
海
鼠
生
産
地

は
一
青
組
、
嶋
組
、
熊
木
組
、
矢
田
組
の
四
組

K
Aぶ
れ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
各
組

K
吟
味
人
が
二
人
づ
つ
い
で
、
組
内
生
産
、
出
荷
の
取
締

生
産
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
組
頭
と
藩
庁
の
御
産
物
方
へ
報
告
さ

b
を
し
、

れ
て
い
た
。
嶋
組
は
能
登
島
で
、
矢
田
組
は
七
尾
の
東
部
、
一
青
組
は
七
尾
の

西
部
、
熊
木
組
は
七
尾
湾
西
岸
地
区
で
あ
る
。
慶
応
二
年
寅
三
月
の
総
生
産
量

は
八
百
四
拾
七
貫
で
、
そ
の
う
ち
嶋
組
が
五
百
四
拾
七
買
を
占
め
、
こ
れ
は
総
生

産
量
の
六
五
婦
に
当
る
。
会
年
の
年
間
総
生
産
額
は
資
料
的
に
は
不
明
で
あ
る

が
、
産
物
方
御
用
留

K
三
四
、
二

O
O
斤
程
見
込
年
と
す
る
。
し
か
し
結
果
は

不
明
で
あ
る
。
二
一
月
一
ヶ
月
の
総
生
産
量
が
斤
数
で
は
五
千
九
拾
斤
余
と
な
る

の
で
年
間
で
は
か
な
り
の
数
字
と
左
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
煎
海
鼠
と
は
別
に
、
慶
応
二
年
寅
四
月
の
費
に
よ
る
と
、
御
薬

御
用
串
海
鼠
の
出
来
高
が
産
物
方
御
用
留

K
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
慶
忠
元

年
の
出
来
高
で
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
費
一
数
二
千
九
百
九
拾
買
、
御
薬
御
用
之
串
海
鼠
出
来
高
、
但
し
壱

貫
B
K
付
七
匁
以
上
之
八
万
此
内
千
五
百
黄
島
組
割
当
侯
分
残
而
千
四
百
九

拾
貫
飼
締
用
向
、
右
御
薬
御
用
出
中
海
鼠
出
来
高
書
一
上
申
候
、
就
而
者
前
段
御
薬

御
用
の
介
、
所
口
町
岩
城
清
五
郎
方
迄
差
出
侯
様
、
当
春
伺
小
紙
御
付
札
を
以

被
仰
渡
候
に
付
、
先
達
而
同
人
方
へ
及
合
侯
(
下
略
)
」
と
あ
る
。
斤
数

K
し

て
一
万
八
千
六
百
八
十
七
斤
と
な
る
。
そ
こ
で
、
慶
応
二
年
段
階
で
、
長
崎
俵

物
と
し
て
の
煎
海
鼠
生
産
が
天
保
十
二
年
程
度
の
三
万
二
千
斤
と
し
て
も
御
薬

御
用
串
海
鼠
と
合
す
る
と
五
万
斤

K
達
す
る
こ
と
に
念
る
。

慶
応
年
間

K
は
幕
府
の
俵
物
独
占
流
通
が
破
れ
、
自
由
取
引
が
許
さ
れ
た
の

で
、
漁
民
が
積
極
的

κ増
産
し
て
阿
る
の
で
、
天
保
十
二
年
の
請
負
高
を
下
廻

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
刷
。
し
か
し
、
煎
海
鼠
年
間
生
産
量
は
詳
記
さ
れ
て
い

る
の
は
三
月
の
事
例
だ
け
で
、
年
間
生
産
量
を
見
込
み
で
し
か
求
め
得
な
い
の

は
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
応
元
年
の
「
御
薬
用
串
海
鼠
出
来
高
が
前
述
の

よ
う
に
一
万
八
千
斤
余
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
幕
末
K
は
長
崎
御
用
俵
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物
と
し
て
の
煎
海
鼠
以
外
の
民
間
流
通
が
大
き
〈
な
っ
た
と
と
は
確
実
で
あ
ろ

う
。
民
間
流
通
の
海
鼠
は
、
生
海
鼠
を
始
め
と
し
て
串
海
鼠
K
次
い
で
良
質
品

の
ふ
ら
と
(
ぶ
ら
ζ

と
も
言
う
〉
、
形
が
不
揃
え
で
長
崎
御
用
品
と
し
て
は
不

適
の
不
良
品
の
念
わ
こ
、
つ
な
ぎ
が
あ

b
、
更
に
塩
物
の
く
ち
と
が
あ
る
。
串

海
鼠
、
ふ
ら
と
は
御
薬
御
用
の
名
目
で
、
藩
侯
御
用
品
で
あ
り
、
ま
た
藩
よ
り

将
軍
家
、
大
名
諸
候
へ
の
贈
答
品
で
あ
っ
た
。
煎
海
鼠
が
長
崎
御
用
と
し
て
幕

府
の
独
占
流
通
段
階

κ入
る
の
は
能
登
で
は
元
棟
以
降
で
、
所
口
町
の
塩
屋
清

五
郎
が
下
請
人
と
念
る
の
は
享
保
年
間
K
左
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
能

登
の
海
鼠
加
工
品
は
串
海
鼠
を
中
心

K
し
て
早
く
か
ら
領
主
献
上
品
が
能
登
島

の
嶋
組
で
生
産
さ
れ
、
能
登
内
浦
の
村
々
で
は
ふ
ら
と
、
な
わ
ζ

等
の
民
間
流

通
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
、
煎
海
鼠
の
長
崎
御
用
供
出
命
令
に
対
し
て
既

K
領

内
流
通
の
実
権
を
確
保
し
て
い
た
の
で
幕
府
の
収
奪
に
対
し
て
既
得
権
を
主
張

し
得
た
の
で
あ
る
。
天
明
の
御
礼
し
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
公
儀
等
と
の
間
K
交

渉
は
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う

κ既
得
権
の
確
保
は
巧
み
に
行
わ
れ
て
い
る
。

生
海
鼠
及
び
そ
の
加
工
品
は
産
地
浦
浜
か
ら
そ
の
地
区
の
世
話
人
の
手
を
経
て
、

金
沢
の
魚
問
屋

K
送
荷
さ
れ
、
藩
の
産
物
方
の
統
制
の
も
と
に
領
内
流
通
は
行

わ
れ
た
。
長
崎
御
用
煎
海
鼠
は
所
口
町
下
請
人
の
塩
屋
滑
五
郎
が
七
尾
か
ら
越

前
敦
得
ま
で
船
送
b
す
る
。
そ
と
で
陸
揚
げ
さ
れ
て
、
琵
琶
湖
湖
上
輸
送
し
、

京
都
を
経
て
大
阪
俵
物
役
所

K
送
ら
れ
、
と
と
で
大
阪
役
所
所
管
地
域
の
も
の

と
共
K
長
崎
俵
物
会
所
K
送
ら
れ
る
。
松
前
、
函
館
筋
の
も
の
が
酉
廻
海
運
に

よ
っ
て
直
接
長
崎
送
り
に
左
っ
た
の
と
は
趣
を
異
K
し
て
い
る
。
能
登
の
領
内

流
通
は
以
上
の
よ
う
に
、
藩
の
産
物
方
K
よ
っ
て
生
産
、
流
通
の
既
得
権
が
確

保
さ
れ
て
凶
て
幕
府
の
独
占
体
制

K
対
し
て
一
一
線
を
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
既
得
権
確
保
例
は
他
地
域
K
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

藩
公
御
用
の
名
目
で
領
内
流
通
が
確
保
さ
れ
て
い
た
串
海
鼠
に
つ
い
て
、
天

明
五
年
の
御
礼
し
の
時

K
、
長
崎
俵
物
会
所
と
地
元
漁
民
代
表
と
の
間
に
次
の

よ
う
念
交
渉
が
あ
っ
た
。
「
前
略
・
・
・
・
長
崎
会
所
よ

b
罷
越
候
役
人
は
、
小
島

栄
次
平
、
栄
梅
次
郎
両
人
ニ
而
天
明
五
年
所
口
へ
罷
越
、
御
領
国
串
海
鼠
出

来
高
改
方
、
公
儀
御
役
人
去
巳
御
廻
村
之
節
書
出
高
、
且
又
、
年
中
出
来
高
可

書
上
旨
、
御
室
一
国
面
を
以
て
被
仰
渡
侯
趣
奉
得
其
意
候
、
私
共
御
郡
村
々
ニ
市
は
、

右
御
役
人
御
廻
之
節
、
申
中
海
鼠
出
来
高
之
儀
可
書
上
旨
被
仰
渡
候
得
共
、
御
献

上
御
用
之
外
出
来
不
申
趣
ニ
ヤ
問
、
右
串
海
鼠
仕
立
方
は
、
所
口
町
に
て
請
負
人

在
之
、
此
者
方
、
浦
方
よ

b
生
海
嵐
に
て
相
渡
、
請
負
人
方
ニ
而
相
仕
立
申
儀

-
一
付
、
年
中
出
来
高
御
郡
方
ニ
而
相
知
不
申
候
・
:
・
下
略
」
の
如
く
で
、
誠
K

鮮
や
か
に
串
海
鼠
の
長
崎
俵
物
御
用
化
を
防
加
で
い
る
。

幕
府
直
轄
の
天
領
地
域
で
は
、
代
官
は
有
無
を
言
わ
さ
ず
収
奪
強
化
と
な
る

の
で
あ
る
が
、
加
賀
百
万
石
の
北
陸
の
雄
藩
に
は
強
権
発
動
は
出
来
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
長
崎
役
人
秦
梅
次
郎
は
此
の
時
期
に
自
殺
し
て
い
る
が
、
交
渉
不

調
の
責
を
負
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
原
因
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
。
串
海
鼠
の
製
造
は
前
文
に
よ
る
と
、
生
海
鼠
を
所
口
町
の
請
負
人
に
出

荷
し
、
請
負
人
が
加
工
し
て
い
る
よ
う

K
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
所
口
町
か
ら

産
物
方
へ
の
報
告
書

κは
、
御
献
上
串
海
鼠
仕
村
々
が
そ
れ
ぞ
れ
製
造
し
て
御

産
物
方
へ
納
め
て
い
る
。
安
政
元
年
の
例
で
は
、
「
串
海
鼠
之
儀
、
従
前
進
之

御
仕
法
ニ
而
小
島
村
重
徳
等
へ
製
方
被
仰
付
侯
ニ
付
、
御
薬
御
用
等
と
し
花
取

(
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揚
仕
、
年
平
均
を
以
て
、
大
体
七
・
八
百
桁
年
為
登
候
」

1
と
あ
る
よ
う
に
村

方
で
生
産
さ
れ
て
い
た
。

ζ

れ
等
の
村
々
は
、
既

K
天
明
期
K
は
「
御
献
上
串

海
鼠
取
揚
侯
村
々
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
御
薬
用
名
目
の
他
に
進
物
用
名

(

日

〉

目
が
あ
っ
た
と
と
は
、
慶
応
二
年
寅
の
魚
問
屋
文
書
K

、
「
百
桁
中
串
海
鼠
、
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右
御
進
物
用
為
為
貯
用
、
昨
年
買
上
置
分
、
追
々
御
用
相
納
、
当
時
残
少

K
付、

右
高
、
貯
用
仕
侯
問
、
急
速
指
送
hJ
候
様
被
仰
渡
侯
‘
此
段
奉
願
候
、
以
上
、

寅
四
月
魚
問
屋
産
物
方
御
役
所
」
の
如
く
、
年
間
百
桁
程
度
使
用
さ
れ

て
い
た
様
子
で
あ
る
。
藩
斤
御
用
と
し
て
の
「
御
薬
用
」
及
び
「
進
物
用
」
分

は
、
前
述
の
通
り
、
最
低
八
百
桁
は
納
付
さ
れ
て
い
る
。
之
等
の
値
段
は
次
の

通

り

で

あ

る

。

「

費

一

四

拾

桁

上

申

海

鼠

、

代

壱

貫

百

九

拾

弐

匁
、
壱
桁
ニ
付
弐
拾
九
匁
八
分
充
。
一
百
桁
、
中
串
海
鼠
、
代
弐
貫
三
百

九
拾
匁
、
士
官
桁
ニ
付
弐
拾
三
匁
九
分
充
、
〆
百
四
拾
桁
、
代
〆
三
貫
五
百
八

拾
弐
匁
右
代
銀
四
月
相
渡
分
寅
十
月
魚
問
屋
」
と
あ
る
。
煎
海
鼠
の
値

段
は
前
記
の
よ
う

κ
上
で
壱
買
自
に
付
五
拾
六
匁
で
あ
る
が
、
由
中
海
鼠
は
換
算

す
る
と
、
上
の
場
合
壱
貫
自
に
付
七
拾
弐
匁
と
左
る
。
次
に
「
ふ
ら
ζ

」
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
良
質
煎
海
鼠
を
縄
で
一
箇
づ
っ
、
つ
左
凶
だ
も
の
で
「
ぶ
ら
こ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
o

縄
に
さ
が
っ
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
ゆ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の

名
称
が
生
じ
た
と
と
加
わ
れ
て
い
る
。

ζ

れ
は
大
形
の
海
鼠
を
原
料
と
す
る
の

で
、
中
海
鼠
に
次
ぐ
良
質
口
問
で
、
加
賀
務
で
は
、
御
薬
用
、
御
進
物
用
と
し
て

い
る
。
慶
応
二
年
の
産
物
方
御
用
留
記
事
に
よ
る
と
、
「
寿
正
院
様
、
御
用
か

ら
こ
設
に
虫
中
海
鼠
之
儀
、
前
月
二
十
八
日
御
認
之
御
書
面
拝
見
仕
候
、
串
海
鼠

之
儀
前
紙
朱
主
聞
の
通
り
三
ケ
所
ニ
而
出
来
侯
ニ
付
、
ふ
ら
こ
共
々
六
百
之
内
三

百
夫
々
入
念
仕
上
?
代
料
書
付
棺
添
、
本
日
で
飛
脚
を
以
、
当
代
幸
助
迄
指
登

弔
候
」
と
あ
る
。
と
れ
ば
、
議
庁
御
用
の
急
命
を
う
け
た
津
向
村
、
小
島
村
、

瀬
嵐
村
が
串
海
鼠
、
か
ら
こ
を
急
送
し
た
旨
の
書
信
で
あ
る
。

幕
末
に
は
、
長
崎
俵
物
会
所
の
威
令
が
低
下
し
て
、
幕
府
の
俵
物
独
占
流
通

¥

(

げ

)

、

体
制
が
〈
ず
れ
、
俵
物
の
自
由
取
ヲ
か
横
行
す
る
が
加
賀
藩
産
物
が
と
の

風
潮

k
g
を
つ
け
、
能
登
浦
々
か
ら
各
種
の
海
鼠
加
工
品
を
寅
付
し
て
長
崎
の

中
国
高
人

K
俵
物
を
直
接
販
売
し
た
の
で
は
左
い
か
と
思
わ
れ
る
文
書
が
あ
る
。

(
凶
)

す
な
わ
ち
、
次
の
通
り
で
る
る
?
「
公
辺
よ
り
煎
海
鼠
等
売
買
方
御
指
解
相
乗

り
候
ニ
付
、
能
州
出
来
之
ふ
ら
と
産
物
方
へ
質
上
侯
条
、
肝
煎
等
へ
申
渡
、
為

買
揚
可
申
候
、
代
銀
之
儀
者
是
し
丸
山
一
之
値
段
に
不
均
、
相
当
之
値
段
を
以
賃
上
侯

問
、
村
方
に
な
い
て
成
限
り
取
揚
侯
様
可
申
付
侯
」
と
、
慶
応
元
丑
九
月

K
建

物
方
が
村
々
に
通
達
し
た
。
こ
う
し
た
通
達
の
背
景
は
慶
応
元
年
以
後
、
俵
物

会
き
し
と
き

の
貿
易
が
自
由
化
さ
れ
て
、
(
御
指
解
と
は
制
限
解
除
の
意
)
、
長
崎
、
函
館

の
貿
易
商
人
が
俵
物
の
買
集
め
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
、
海
鼠
の
大
生
産
地
に

目
を
つ
け
て
、
買
付
け

K
来
た
か
ら
で
あ
る
。
俵
物
貿
易
の
自
由
化
の
経
過
に

つ
い
て
は
宮
本
又
次
、
小
川
国
治
等
が
詳
説
し
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
と

の
俵
物
自
由
化
進
展
の
中
で
、
北
陸
地
方
が
特
殊
左
情
勢
の
中
に
あ
っ
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
ζ

と
で
あ
る
o

と
い
う
の
は
、
俵
物
の
抜
荷
(
密
貿
易
)
は
幕

府
権
力
強
大
左
時

κ
は
取
締
り
の
厳
重
を
と
と
と
、
処
罰
の
苛
酷
き
で
そ
の
発

生
は
極
め
て
す
〈
な
か
っ
た
が
、
天
保
時
代
に
な
る
と
薩
摩
藩
、
長
州
濯
を
始

め
西
南
各
地
で
、
雄
藩
が
幕
府
の
禁
止
を
無
視
し
て
堂
々
と
抜
荷
を
行
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
幕
府
の
外
交
通
商
関
係
の
文
書
を
編
揖
し
た
「
通
航
要
覧
」
に
も

詳
記
さ
れ
、
幕
府
権
力
を
以
て
し
で
も
到
底
禁
止
が
不
可
能
K
な
り
、
俵
物
貿

易
の
本
拠
は
鹿
児
島
に
移
り
、
幕
府
の
長
崎
会
所
げ
い
は
天
領
か
ら
の
集
荷
が
僅

(凶)。

か
あ
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
通
航
要
覧
に
は
、
天
保
以
降
に
及
ぶ
と
北
陸

道
、
特

K
新
潟
近
海
に
抜
荷
船
が
多
数
出
没
し
、
北
国
筋
の
口
問
物
は
殆
ん
与
越

後
海
で
買
占
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。

加
賀
藩
産
物
方
が
巧
妙
な
方
法
で
、
御
用
商
人
を
動
員
し
て
煎
海
鼠
、
串
海

鼠
、
か
ら
こ
そ
の
他
の
海
鼠
加
工
品
を
販
売
し
た
ζ

と
は
十
分
考
え
得
ら
れ
る

と
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
長
崎
俵
物
会
所
の
衰
退
は
あ
っ
て
も
俵
物
の
流
通
は
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そ
の
貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
、
輸
出
は
成
功
し
、
能
登
の
蓮
池
浦
浜
は
、
そ
の

価
値
の
上
昇
に
刺
戟
さ
れ
、
生
産
増
加
と
な
り
、
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

三
能
登
俵
物
の
流
通

(

(

坦

俵
物
一
件
究
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
能
登
は
近
江
屋
庄
兵
衛
の
商
人
請

負
の
流
通
地
域
で
、
彼
が
能
登
所
口
町
の
下
請
人
塩
屋
清
五
郎
か
ら
集
荷
し
て

之
を
大
阪
俵
物
役
所
に
他
地
域
の
も
の
と
共

K
口
叩
揃
え
し
て
、
ぞ
の
後

K
長
崎

俵
物
会
所
に
送
荷
さ
れ
た
c

能
登
の
下
請
人
塩
屋
清
五
郎
が
ぞ
の
地
位
を
確
立

し
た
の
は
享
保
十
三
年
こ
七
二
八
)
で
、
加
賀
藩
よ
り
「
煎
海
鼠
商
売
免
許

「
一
幻
)

状
」
を
う
け
て
い
る
。
山
崎
文
書
に
よ
る
と
、
「
御
自
分
支
配
所
所
口
町
塩

屋
清
五
郎
、
他
国
出
煎
海
鼠
商
売
之
儀
願
書
付
出
候
ニ
付
、
加
奥
室
百
被
指
越
見

届
、
遂
検
儀
侯
処
、
当
時
差
支
侯
儀
も
無
之
体
、
能
州
諸
浦
串
海
鼠
商
人
之
障

一
一
茂
不
罷
成
概
侯
条
、
願
之
通
可
被
申
渡
候
、
然
上
者
、
御
国
月
串
海
鼠
払
底

無
之
様
締
方
申
付
口
銭
金
全
上
納
候
様
急
度
可
被
甲
候
、
以
上
、
成
申
十
月
十

四
日
御
算
用
場
長
屡
八
太
夫
殿
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
奥
書
は
「
右
之

趣
、
可
得
其
意
候
、
先
達
而
於
当
場
、
遂
命
議
候
通
御
用
八
万
詑
御
園
用
等
之
支

不
罷
成
、
将
唯
今
ニ
違
、
生
海
鼠
等
払
底
且
高
値
不
能
成
様
、
弥
々
激
重
相
心

得
口
銭
蛇
他
国
出
役
銀
共
小
も
相
洩
不
申
様
急
度
会
売
買
惣
而
猿
間
敷
族
健
一
之

様
可
仕
旨
当
町
煎
海
鼠
売
買
人
塩
墨
清
五
郎
江
申
渡
侯
条
口
銭
不
相
洩
様
遂
吟

味
、
取
立
之
上
可
申
候
、
尤
売
買
之
口
叩
ニ
付
、
猿
間
敷
事
見
調
申
侯
者
少
も
不

慎
当
場
江
可
申
断
侯
、
巳
上
、
享
保
十
三
年
十
月
十
七
日
長
屋
八
太
夫
卯
、

所
口
町
魚
問
屋
山
下
罵
仁
兵
衛
毅
」
と
あ
る
。
右
の
よ
う
に
し
て
享
保
十
三
年

に
能
登
に
な
げ
る
俵
物
の
一
手
請
負
商
人
と
し
て
塩
屋
の
地
位
が
確
立
し
た
。

ζ

れ
は
単
に
能
登
に
な
け
る
集
荷
体
制
の
確
立
と
い
う
と
と
で
左
〈
、
こ
の
一
年

に
、
中
国
貿
易
k
h
M
け
る
支
払
手
段
と
し
て
有
余
売
法
が
雑
物
替
法
に
か
わ
っ

て
成
立
し
、

中
国
側
の
要
望
を
容
れ
て
俵
物
が
支
払
手
段
の
六
割
を
占
め
る
に

凶
た
っ
た
の
で
、
幕
府
の
命
令

K
よ
り
、
全
国
的

K
俵
物
の
産
地
請
負
人
が
指

令
さ
れ
た
の
で
、
塩
屋
が
、
産
物
方
に
御
用
商
人
下
命
出
願
の
型
式
は
と
っ
て

い
る
が
、
幕
府
の
方
針
に
よ
る
在
地
流
通
体
制
の
整
備
の
た
め
、

を
う
け
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

塩
崖
が
指
令

(
忽
)

文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
の
俵
物
積
出
文
書
陀
よ
る
と
、
晶
体
出
願
ぱ
下
記

の
如
く
で
あ
る
。
「
畳
一
、
百
五
拾
八
筒
、
煎
海
鼠
正
味
百
弐
拾
五
斤

入
、
右
長
崎
行
荷
物
私
手
船
ニ
而
越
前
敦
賀
江
積
登
申
侯
ニ
付
、
箇
数
/
例
改
船

積
被
為
仰
付
可
被
下
侯
、
尤
他
国
出
御
被
銀
当
暮
指
上
可
申
所
、
相
違
無
御
座

侯
、
以
上
、
来
三
月
、
塩
産
清
五
郎
所
口
町
御
奉
行
所
、
右
塩
塁
清
五
郎

煎
海
鼠
積
出
願
紙
面
出
侯
ニ
付
と
之
申
侯
、
以
上
、
惣
肝
煎
清
左
衛
門
、
(
朱

書
)
事
一
次
主
回
之
煎
海
鼠
笛
数
棺
改
津
出
司
申
付
侯
、
以
上
、
来
三
月
、
市
川
口
役

人
中
、
同
潤
改
役
人
中
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
明
口
港
(
七
弓
港
)
か

ら
敦
賀
に
送
ら
れ
、
比
一
明
か
ら
馬
背
1

湖
上
輸
送
で
、
大
阪
俵
物
役
所
に
送
ら

れ
、
其
所
で
各
地
か
ら
集
待
し
た
も
の
と
併
せ
て
、
改
め
て
長
崎
俵
物
会
所
に

送
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
の
俵
物
元
極
帳
の
記
事
に
よ
る
と
、
能

登
の
煎
海
鼠
の
請
負
高
は
三
万
二
千
斤
と
な
っ
て
い
る
が
、
任
地
文
書
で
こ
れ
を

裏
付
け
る
こ
と
は
資
料
未
発
見
で
現
状
で
は
出
来
な
回
。
し
か
し
前
述
。
西
宮
市
U

~8~ 

二
年
の
二
月
生
産
高
は
一
ケ
片
の
生
産
高
の
み
で
も
九
エ
斤
に
及
ん
で
同
る
の

で
、
年
間
四
万
斤
近
同
年
産
は
あ
っ
た
も
の

f

と
推
定
さ
れ
る
c

能
登
の
俵
物
の
済
品
一
形
熊
ば
有
明
人
請
負
形
壊
で
あ

J

っ
て
、
幕
府
の
天
領
地

K

見
ら
れ
る
役
場
請
負
(
藩
又
は
代
官
所
が
請
負
う
形
態
)
と
は
趣
を
異
に
し
て

任
地
の
大
請
人
は
そ
の
上
部
の
請
負
人
陀
送
荷
す
る
o

従
っ
て
長
崎
直
送
は
土

部
請
負
人
の
提
示
が
な
け
れ
ば
行
念
う
こ
と
は
出
来
左
川
0

詫
登
の
場
合
い
は
西



廻
海
運
を
利
用
し
て
長
崎
直
出
荷
は
可
能
で
あ
る
が
、
敦
賀
で
荷
揚
げ
し
て
大

坂
送

b
に
な
っ
て
い
る
。

能
登
の
俵
物
の
出
荷
は
前
述
の
通
り
「
御
用
分
誼
御
国
用
等
之
支
不
罷
弘
司

の
よ
う
に
、
予
め
公
用
と
圏
内
需
要
量
が
差
し
ひ
か
れ
る
の
で
、
他
領
の
よ
う
に

生
産
分
が
す
べ
て
長
崎
送
り
に
さ
れ
る
の
と
は
異
左
っ
て
い
る
。
加
賀
藩
の
既

得
権
の
藩
内
流
通
は
串
海
鼠
、
か
ら
と
等
の
上
質
品
、
生
海
鼠
か
よ
び
粗
製
の

左
わ
乙
(
縄
海
鼠
)
、
つ
な
ぎ
と
(
繋
海
鼠
)
、
く
ち
ζ

(

海
鼠
の
卵
の
塩
辛
)

は
民
間
流
通
品
と
し
て
存
在
し
た
。
串
海
鼠
と
ふ
ら
と
は
長
崎
俵
物
と
し
て
天

保
年
聞
に
は
三
万
二
千
斤
出
荷
さ
れ
て
い
る
が
、
串
海
鼠
、
な
わ
と
の
生
産
量

は
慶
応
年
間
の
生
産
量
か
ら
換
算
す
る
と
(
桁
を
斤
に
〉
六
千
斤
か
ら
八
千
斤

聞
の
生
産
が
あ
っ
た
こ
と

K
な
る
。
つ
ま
り
、
長
崎
俵
物
の
二
割
程
度
の
量

が
領
内
流
通
と
し
て
存
在
し
た
と
と
に
な
る
。
何
故
他
領
に
比
し
て
大
量
の

領
内
流
通
が
可
能
で
あ
っ
た
か
、

ζ

れ
は
、
幕
府
と
加
賀
藩
と
の
公
式
の
交
渉

取
極
め

K
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
は
念
凶
。
あ
く
ま
で
も
加
賀
藩
制
の
既
得

権
と
し
て
の
確
保
で
あ
る
。
そ
の
第
一
の
既
得
権
は
、
幕
府
の
長
崎
俵
物
貿
易

の
独
占
化
を
確
立
す
る
延
享
以
前
に
藩
は
由
中
海
鼠
、
ふ
ら
こ
等
の
良
質
海
鼠
製

品
を
「
藩
御
用
」
と
し
て
或
は
御
薬
用
、
或
は
進
物
用
と
し
て
確
保
し
て
い
た

と
と
で
、
こ
れ
は
「
産
物
方
」
の
巧
み
な
商
品
行
政
の
功
績
に
よ
る
も
の
と
し
て
評

価
出
来
よ
う
。
第
二
は
金
沢
魚
問
農
の
流
通
支
配
の
強
力
き
が
支
柱
と
な
っ
て

い
る
。
寛
文
三
年
以
降
の
金
沢
魚
問
屋
文
書
が
、
金
沢
市
立
図
書
館
K
あ
る
が
、

金
沢
魚
問
麗
の
領
内
供
給
は
七
尾
町
(
能
登
)
魚
問
屋
か
ら
の
出
荷
を
核
に
し

て
行
わ
れ
、
金
沢
集
荷
水
産
物
の
七
割
は
能
登
よ
り
の
供
給
に
よ
っ
て
い
る
。

寛
文
三
年
の
送
魚
の
中

K
「
く
ち
こ
」
、
「
く
し
と
」
が
含
ま
れ
特
記
さ
れ

て
い
る
の
を
始
め
、
享
保
十
二
年
の
「
六
分
口
銭
取
立
品
之
島
E

」
の
中
K
は
主

要
魚
種
と
し
て
「
く
し
ζ

」
「
生
海
鼠
」
が
あ
り
、
天
明
八
年
の
「
能
州
所
口

魚
問
屋
定
書
之
事
」
に
は
「
由
中
海
鼠
、
つ
な
ぎ
ζ

之
分
口
銭
八
分
取
立
候
事
」

と
、
綿
、
僻
と
共

κ高
級
魚
の
口
銭
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
れ
ら
か
ら
見
る

と
、
塩
屋
清
五
郎
の
手
に
よ
っ
て
長
崎
俵
物
御
用
は
取

b
あ
つ
か
わ
れ
た
他

K
、

所
口
町
魚
問
塵
か
ら
金
沢
魚
問
屋
に
、
生
海
鼠
、
串
海
鼠
、
つ
念
き
と
、
く
ち

こ
が
送
荷
さ
れ
て
い
た
ζ

と
は
確
実
で
あ
る
。
天
明
以
降
、
「
御
献
上
海
鼠
」

「
御
薬
御
用
串
海
鼠
」
、
「
御
進
物
用
串
海
鼠
」
、
「
御
薬
御
用
か
ら
と
」
等

の
藩
斤
御
用
」
の
意
を
附
し
た
表
現
が
「
長
崎
御
用
煎
海
鼠
」
に
対
し
て
表
現

さ
れ
る
よ
う

K
な
る
の
は
、
長
崎
俵
物
会
所
が
「
俵
物
直
買
入
」
を
強
化
し
、

全
国
の
生
産
地
か
ら
の
買
上
量
の
追
加
を
進
め
た
の

K
対
し
て
領
内
流
通
の
既

得
権
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
賀
藩
が
長
崎
俵

物
の
出
荷
増
加
に
協
力
し
な
か
っ
た
わ
け
で
な
〈
、
塩
屋
清
五
郎
が
送
荷
し
た

煎
海
鼠
は
延
享
期
の
一
万
八
千
斤
、
天
明
期
の
二
万
二
千
斤
、
天
保
期
の
三
万

二
千
斤
と
確
実
に
出
荷
量
を
増
加
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
能
登
程
出
荷
増
加
を

果
し
た
生
産
地
は
他

κ
は
見
ら
れ
な
い
。
と
れ
は
能
登
が
資
源
上
本
邦
ま
れ
に

見
る
豊
度
の
高

w
生
産
地
の
故
で
あ
ろ
う
。
主
産
地
は
前
述
の
よ
う
に
能
登
島

-9-

を
中
心
と
す
る
七
尾
湾
沿
岸
地
で
あ
る
が
、
生
産
地
は
図

I
K
示

し

た

よ

う

に
能
登
半
島
の
内
浦
地
区
に
ひ
ろ
く
拡
大
し
て
い
た
。
従
っ
て
幕
府
の
増
産
要

請
に
充
分
対
処
し
得
た
わ
け
で
、
そ
の
上
、
良
質
生
産
地
は
「
御
用
串
海
鼠
」

生
産
地
と
し
て
幕
府
の
干
渉
を
除
け
て
確
保
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

(
担

)

1

2

七

通
航
要
覧
に
抜
有
力
ヰ
陸
筋
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
先

K
も
ふ
れ
た
が
、

そ
の
記
事
の
中
に
、
「
新
潟
海
老
江
辺
江
重
而
松
前
産
煎
海
鼠
多
分
相
廻
hJ
、

薩
州
船
江
密
売
い
た
し
候
」
と
か
「
多
分
北
国
筋
越
後
辺
江
相
送
り
売
捌
候
」
と

俵
物
が
北
陸
海
域
で
大
量
一
に
密
売
さ
れ
、
就
中
、
俵
物
の
上
等
品
は
、
通
航
要



現在の海鼠生産

年度・地区 生謹蓮(トン)

昭和 46年 1，230 
47 1，424 
48 1，110 
49 893 
50 805 
51 938 

鵜の浜 15 
七 尾 40 
中島西湾 3 
中島西岸 156 
能登島東部 78 

H 西部 489 
穴水湾

甲
ム目ャE 者.~

木
松 波

宝 立
飯 回
蛸 島

覧
の
結
び
の

表
現
で
「
近

年
唐
方
渡
相

成
俵
物
類
払

底
之
趣
、
右

は
北
国
筋
、

薩
州
筋
杯
江

表 1技
散
侯
哉
之
口
日
相
聞
侯
」
と
幕
府
自
身
が
み
と
め
て
い
る
。

四

現

在

能

登

の

海

底

生

産

近
世
煎
海
鼠
の
生
産
地
と
し
て
大
を
在
し
た
能
登
が
現
在
そ
の
伝
統
の
上
で

生
産
を
示
し
て
い
る
事
は
当
然
で
あ
る
。
現
在
の
生
産
地
は
表

1
K
示
す
よ
う

に
七
尾
湾
の
み
な
ら
ず
能
登
内
浦
蛸
島
附
近
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
図

2

K
示
す
よ
う
に
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
生
産
増
加
傾
向
を
た
ど
り
、
昭
和
五
十

年
度
か
ら
養
殖
施
設
が
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
と
し
て
石
川
県
水
産
課
に
よ

ま

ι
口
う
ら

っ
て
施
行
さ
れ
、
現
在
国

3
K
示
す
よ
う
に
七
尾
西
湾
の
和
穴
地
区
、
半
ノ
滞

地
区

K
完
成
し
た
。
増
産
効
果
に
つ
い
て
は
施
行
後
年
度
が
浅
い
の
で
判
定
は

む
ず
か
し
い
が
漁
民
は
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

五

結

び

以
上
説
述
し
た
こ
と
を
要
約
し
て
結
び
と
す
る
。
川
能
登
は
我
国
有
数
の
煎

海
鼠
生
産
地
で
、
長
崎
送
荷
量
は
、
延
享
期
一
万
八
千
斤
、
天
明
期
二
万
二
千

斤
、
天
保
期
三
万
二
千
斤
と
増
加
し
、
慶
応
期
に
は
御
葵
ー
御
用
、
贈
答
用
の
藩

公
御
用
の
串
泣
鼠
一
万
八
千
斤
の
生
産
と
合
す
る
と
最
低
五
万
斤
の
生
産
が
見

と
ま
れ
る
(
慶
応
期
の
煎
海
鼠
生
産
を
天
保
期
の
そ
れ
と
同
一
と
考
え
て
)
。

仰
主
要
産
地
は
七
尾
湾
地
区
で
、
一
室
月
組
、
矢
田
組
、
嶋
組
、
熊
木
組
に
属
す

，，，y¥y 
j/) 

最近石川県
ナマコ生産推移

図 2

い
区

一

割施

)

殖
湾

養
西

コ
尾

マ
七

ナ

(

る
廿
一
ケ
村
が
主
要
産
地
で
あ
る
o

矧
長
崎
俵
物
の
能
登
地
区
下
請
人
は
所
口

町
の
塩
屋
清
五
郎
で
、
幕
末
ま
で
一
貫
し
て
そ
の
任
に
あ
ヨ
た
。
ゆ
能
登
俵
物

の
最
低
二
割
は
領
内
流
通
と
し
て
存
在
し
た
。
幕
末
生
産
自
由
化
の
段
階
で
は

四
割
近
く
ま
で
領
内
流
通
が
拡
大
し
た
よ
う
で
あ
る
。
之
は
加
賀
藩
産
物
方
の

巧
念
行
政
指
導

K
よ
る
も
の
で
あ
る
。
山
間
能
登
海
鼠
生
産
の
伝
統
は
現
在

K
引

き
つ
が
れ
、
七
尾
湾
内
に
は
養
殖
施
設
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

1 (注)

東
尽

大
学
史
料
編
纂
所
蔵

(
2
)
 

-10 

(
島
根
県
育
英
会
)

『
長
崎
県
史
』
第
四
巻
史
料
編
。

天
明
八
甲
二
月
覚
、
(
産
物
諸
事
留
)

金
沢
市
立
図
書
館
蔵
。

(
3
)
 

(
4
)
俵
物
元
極
帳
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。

(
5
)
産
物
方
御
用
留
、
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
。

(
6
)
 
小
川
周
治
『
江
戸
幕
府
輸
出
海
産
物
の
研
究
』
一
九
七
三

(
7
)
荒
唐
英
治
『
近
世
海
産
物
貿
易
史
の
研
究
』
一
九
七
五

士
口
川
弘
文
館
。

吉
川
弘
文
館
。



(
8
)
拙
稿
「
近
世
末
期

κ公
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
・
流
通
の
地
域
的
特
色
」

漁
業
経
済
研
究
一
九
!
三
。

(
9
)

前
掲

(
6
)
K
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

(
叩
)
天
明
五
年
四
月
の
御
用
留
覚
書
川
仰
に
よ
る
。

(
日
)
前
掲
(
叩
)
の
後
半
K
詳
記
さ
れ
て
い
る
o

(
臼
)
産
物
方
諸
事
留
、
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
。

(
日
)
天
保
十
二
年
分
は
俵
物
元
極
帳
に
よ
る
。
延
享
二
年
の
趨
着
高
順
位
は

煎
海
鼠
に
関
し
て
松
前
六
二
、
一

O
O
斤
、
津
軽
三
三
、
八
一

O
斤
、
安

芸
二
八
、

0
0
0
斤
、
周
防
二
三
、

0
0
0
斤
、
能
登
一
八
、
八

O
O
斤、

備
前
一
五
、

0
0
0
斤
、
大
村
一
四
、
一
二

O
斤
、
以
下
三
二
地
方
で
総

計
三
六
、
四
三

O
斤
で
あ
っ
て
、
能
登
か
ら
の
廻
着
高
は
全
体
の
六
係
を

占
め
、
五
位
で
£
る
。
資
料
は
前
掲

(
2
)

に
よ
る
。

(
日
)
天
明
五
年
覚
書

κ付
属
し
て
い
る
。
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
。

(
日
)
産
物
方
御
用
留
及
び
産
物
方
諸
事
留
に
よ
る
。

(
同
)
前
掲

(
5
)

(
口
)
前
掲

(
6
)
に
詳
し
い
。

(
凶
)
前
掲

(
5
)

(
四
)
前
掲

(
6
)

に
詳
し
い
。

(
初
)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

(
幻
)
『
七
尾
市
史
』
所
収

(
包
)
『
七
尾
市
史
』
所
収

(
幻
)
産
物
方
御
用
留
及
び
諸
事
留
に
よ
る
。

(
M
)

『
通
航
要
覧
』
清
文
堂
(
東
京
)
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
石
川
県
水
産
課
の
報
告
に
よ
る
。

in a Tawaramono Product 
Era 

Production and Distribution of 
Pro町ince，Central Japan in Edo 

The 

Noto 
Toyo ji Tanaka 

官letawarannn0， which was made up of three kinds of 阻止ne
product， namely， hoshiawabi(dried abalone)， fukanohire(shark's 
fin)， and iriko(parched trepang)， was an important export good 
toαlina in Edo Era， and its trade was monopolized by Shogunate. 
1t has been often pointed out that Noto Province was a main 
producing center of iriko in that age， but its real state has 
not been known for a long tおne.官官 authorfound sαne docurnents 
concerning the production and distribution of iriko in Noto 
Province， and obtained following results by analysing them. 

1n Noto Province， about twenty-four thousand kilograms of 
iriko was produced a year， and 80 percent of it was e)くported
to China bョ1Shoguna te frαn Nagas北i.τberest， which was except-
ed frαn the monopoly of Shogunate， w回 allocatedfor dαastic 
use， but th8t for official use accounted 30 percent of it. 
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